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発言者 発言要旨 

【１ 開 会】 

事務局 本日は、お忙しいところご出席をいただき、ありがとうございます。 

ただいまから、登米市総合計画審議会を開会させていただきます。 

本日の審議会は、次第にありますとおり、委嘱状の交付及び議題３件

について審議をいただくこととしております。 

なお、本日の審議会におきまして、次第裏面の委員名簿３番、青柳善

信委員、４番、須藤明美委員、飛びまして16番の及川清委員、19番の伊

藤博委員の４人から欠席のご連絡をいただいております。 

それでは、これより新たに就任される委員の方々に丸山副市長から委

嘱状の交付をさせていただきます。 

【２ 委嘱状の交付】 

 副市長から就任される委員に対し、委嘱状を交付。 

委嘱状交付後、副市長退席。 

【３ 挨拶】 

会 長 皆様、改めましてこんにちは。 

本日は、大変暑い中お集まりいただき、ありがとうございます。 

今日の午前中、佐沼中学校出身の選手が甲子園で活躍していただき、

決勝進出ということで、是非とも明後日も頑張っていただき、明るい話

題を届けていただければと期待しているところでございます。 

さて、本日の審議会でございますが、第二次登米市総合計画、それか

ら、第二次まち・ひと・しごと創生総合戦略並びに登米市過疎地域持続

的発展計画、その３つにつきまして、成果の検証をしていただくという

ところでございます。総合計画の方は、令和７年度の目標に向け、既に

７年が経過しているという中で、その成果を着実に進めているもの、あ

るいは若干問題を抱えているものもあるかと思っておりますが、いずれ

にしろ、次期計画に向け、しっかりと検証し、次期の計画につなげてい

くということが大切だと思っているところでございます。 

第二次まち・ひと・しごと創生総合戦略、過疎地域の持続的発展計画

も、計画期間の半ばを経過しているということで、目標年次に向けて、

しっかりと進めていくために、皆様方から忌憚のないご意見をいただき

ながら、しっかりと進めていただきたいと思ってございますので、本日

はよろしくお願いいたします。 

【４ 議 題】 

事務局 それでは議事に入ります。 

議長につきましては、登米市総合計画審議会条例第７条の規定によ

り、会長が議長となり、議事の進行を行っていただくことになってござ

います。徳永会長、よろしくお願いいたします。 

会 長 それでは、議長として進めさせていただきます。 

まず始めに、登米市総合計画審議会条例第７条第２項の規定により、

審議会の会議は、委員の半数以上の出席が必要ということでございます

が、本日は20名中16名の委員に出席をいただいておりますので、会議は

成立しておりますことを確認いたします。 

次に、会議録署名人でございますけれども、本日は11番の宍戸敬吾委

員と12番の佐々木啓委員にお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

それでは、４の議題に入ります。 

「（１）第二次登米市総合計画の基本計画等に掲げる主な成果指標に

対する成果の検証について」ということで事務局からの説明をよろしく

お願いいたします。 

事務局 （配布資料１に基づき説明を行う） 
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会 長 それでは、委員の皆さんからご意見、ご質問等いただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

会 長 例えば８番のように、コロナの影響でなかなか事業が実施できなかっ

たということですが、その一方で、２番にあるようにコロナで対応が難

しい中で、YouTubeを活用してというようなことを行っているわけです

が、そのことをきっかけに、いろいろな手段を活用して、そのような取

組もしており、活性化に向けて強力なツールを活用してきたと思うが、

この他にもこういう取組をしたことなど、もし分かる例があれば、教え

ていただければと思います。 

事務局 今のお話のとおり、比較的昨年度まではコロナの影響により実績値が

減っているものが目立っていたという状況です。やはり、そのままでは

ダメだといったご意見等がございましたので、取り組める事業につきま

しては様々な工夫をして実績を上げるよう、様々な取組や違う角度から

のアプローチによる事業展開により回復したものも令和４年度には出て

きたとは思っております。 

ただし、全てがそのような回復に向かったかというと、そうではあり

ませんが、やはり、そのコロナの影響は、５類に移行したからといって

完全に元に戻るわけでもありませんし、各事業担当課の方で様々な工夫

をして、単純にコロナ前に戻すのではなく、新たな視点で、新たな事業

展開をしていくという項目が見受けられると分析しております。 

会 長 インターネットを活用して情報発信していく、あるいは交流していく

というという取組が、最近、他の市町村でも活発に行われていたり、取

り組もうとしていたりしているところもありますので、庁内での交流に

限らず、広く情報発信をしていくとというところでも強力なツールだと

思いますので、その辺りもしっかり検討していただければと思います。 

会 長 その他いかがでしょうか。 

それでは、次の第二次登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略とも関

連する部分もありますので、いったん先に進ませていただき、また併せ

て、ご意見等をいただけたらと思います。 

それでは、「（２）第二次登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略に

掲げる主な評価指標に対する成果の検証について」、事務局から説明を

よろしくお願いいたします。 

事務局 （配布資料２に基づき説明を行う） 

会 長 それでは、皆様の方からご意見等を頂戴したいと思います。 

副会長 私は、子ども・子育て会議からの委員なので、そちらの方からご質問

したいと思います。幼稚園の仕事は始まりがあって終わりがないと、10

年ぐらい前にはそのように言われておりました。それで、勤務される先

生方は午後７時や８時までいろんな仕事をしていました。民間では、そ

うゆう形態でして来ましたが、国の方で働き方改革としていろんな改善

がなされ、幼稚園や保育園も行事を見直したり、文書の作成などの作業

を見直したりしまして、今は、延長保育による午後６時半まで子供を預

かる時間帯となっていますので、午後６時台には帰られると職場環境が

大幅に改善されました。そうしていかないと、若い人たちが来てくれな

いということもありますので、やっと、そういう改善が軌道に乗ってき

たかなと思っております 

しかしながら、私も自宅が中田町なので、中田総合支所の前を通りま

すが午後８時半頃に通ると１階から３階まで電気が点いています。他の

職場の方に環境を改善しろと一生懸命やってきて、民間は改善されてき

ているのに、市の公務員の方々が毎日のように遅くまで仕事をされてい

る。それは安心していいのか、それとも心配していいのか。 

聞くところによると、いろんな用事があって、市役所に行った時に、
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「あれ？担当の方変わったんですか」と聞いた時に、「３か月ぐらい休

んでるんです」というケースが２、３回ございました。やはり、ここに

掲げる魅力ある職場、それが役所の方でリーダーシップを取れてないん

ではないかなというように思いますが、その辺のところは、市として、

どのように考えているのかと思います。いかがでしょうか。 

事務局 ただいま頂戴したご意見ですが、内容を申しますと、役所としては

様々な行政の業務がございます。また、新たに地方分権に関しまして

様々な事業が地方の方に落ちてきております。 

一方、職員の定数は合併以降、約25％強減っており、単純計算でも一

人当たりの仕事が増えております。これは公共福祉のために必要なこと

ですので、仕事を辞めるという選択肢はなく、仕事を楽に進められるよ

うな、いわゆる電子化やＤＸを推進していくことで、職員一人一人の勤

務の中身の変換をしていかなければならないと考えております。 

役所では午後８時、９時まで電気が点いているという声が、何年か前

からいただいていることでございますので、なるべく午後７時ぐらいに

は庁舎の明かりが消えて、その分、家庭に帰って、また地域に帰って、

様々な余暇活動などができるような体制を組んでいけるように、少しず

つではありますけれども、取り組んでまいりたいと考えておりますの

で、ご理解いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

会  長 今浮かんできましたが、コロナの影響を受けて良くなったことで、リ

モートワークやリモートでの打ち合わせが可能になって、出張などの移

動にかかる時間を減らすことができたということがあると思っておりま

すが、そういうことも活用しながら、最近ではＡＩの活用をした話も聞

きますので、積極的に情報収集しながら取り組んでいくことも必要では

ないかと思ったところです。 

委  員 資料１の９ページのNo.36ですが、６次産業化認定事業者数のところ

で、目標に対する実績値が良かった要因、悪かった要因の記載で、「ノ

ウハウやマンパワーが必要なことや認定のメリットが少ないこともあ

り」と書いておりますが、認定のメリットが少ないのにやる意味がある

のか、どういうことでこの認定を掲げているのかということ、それから

ノウハウが分からないのであれば、行政として、そういったノウハウを

教えるようなシステムというのはあるのかどうか教えていただきたいと

思います。 

事務局 事業の細い部分になりますと、事務局では把握しきれていないところ

があります。大変申し訳ありませんが、認定のメリットが少ないといっ

たところの記載など表現についても、考えさせていただきたいと思いま

す。 

また、今のご意見につきましては、しっかりと担当部局には伝えさせ

ていただきます。 

委  員 No.38中小企業振興資金融資実行額ですが、目標が210,000千円で令和

４年度実績が99,000千円くらいとなっております。これは、多い方が良

いというものなのでしょうか。たくさん融資をすれば、産業が発展する

ということでしょうか。この金額が少ないのが良いことなのか、悪いこ

となのか教えていただきたいと思います。 

事務局 この事業は産業経済部での事業となりますが、公費を金融機関に預託

して、その倍率をもって、事業資金として設備投資や運転資金に活用し

ていただくというものです。 

確かに資力がしっかりあれば借りずに済むというところもございます

が、市としては公費を一度、金融機関に預託して年度末には同額返って

来ますが、それを担保に市内の中小企業の事業資金をとして借りていた

だいて、当然返済計画も立ててもらいながらというところで、より多く
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の方に借りていただき、事業の拡大として設備投資などを行っていただ

きたいという思いで産業経済部では事業を持っているところでございま

す。 

しかしながら、やはり、返す当てが厳しいことや、今は新たな設備投

資は控えるべきだというのも市内の中小企業の判断も必要なところです

ので、確かに少ないのが良いのか、多いのが良いのかというところにつ

いての返答は難しいところでございます。 

こちらも、しっかりと担当部局の方に、いただいたご意見をつないで

いきたいと思ってございます。 

委  員 11ページのNo.45のサンクチュアリーセンター入場者数ですが、これ

は意見となりますが、私自身、数年前にこちらに来た時に道路を走行し

ていて、サンクチュアリーセンターの看板があって、綺麗な状態でした

が、最近の状況では、看板が非常にボロボロになっております。 

このような状況では、誰も来なくなってしまうのではないかなと思っ

ておりますが、その辺についてはいかがでしょうか。 

事務局 一般的なお話ということで、担当部局には全体的にお話をさせていた

だきます。やはり施設のＰＲ看板になりますし、あとは、初めて登米市

にお越しになった方に対して印象の状況も変わってくると思いますの

で、やはり、施設ごとに再点検をしていただいて、不要になったもので

あれば廃棄、きちんとＰＲすべきものであるというものであれば、きち

んとした状況確認と予算付けをしながら進めていきたいと思います。 

せっかくあるのにみっともないものを掲示するのはどうかというご意

見かと思いますので、各部局に確認等の徹底をさせていただきたいと思

います。 

委  員 見た目っていうのは重要だと思いますので、よろしくお願いします。 

最後に、資料２の２ページのno.１の婚姻数、これは年間数となって

おりますが、イベントを開催するようなことを書いております。 

このイベントを機に結婚した人数ではなく、年間の婚姻数というもの

ですが、イベントによる成果は、どこかで評価されているんでしょう

か。 

事務局 イベントにつきましては、成果の取り方が非常に難しく、当市ではイ

ベントをスタートとして交際に発展し、婚姻に至るという実績も考えて

おりました。 

現在、登米市においては、市独自のいわゆる出会いを作るイベントに

ついては実施しておりません。理由は、数年前まで実施しておりました

が、ある程度、参加者の固定化が見られるということがあり、今は、県

境を供にする栗原市、一関市、平泉町と４市町による連携事業として、

合同で、いわゆる婚活イベントさせて頂いております。 

婚活イベントを広域にした理由は、固定化を打破するために知らない

地域の方と出会っていただくことです。婚姻は、まずは出会いをつくる

ことが必要だということで、出会いの方を設定させて頂いておりますの

で、このイベントがスタートで婚姻したというところは指標設定してご

ざいませんし、数値としても捉えていないところです。あくまでも行政

としては、出会いをしていただく場を提供したいということですので、

ご理解をお願いしたいと思います。 

    会 長 いろいろご意見を頂きました。 

私からも、例えば県北道が整備され、三陸道がつながった中で、三陸

道経由での流れというのも踏まえていただきたい。そういった中で、こ

れまでとはまた違った流れの把握の仕方とか、そういうことも積極的に

考えていかないと、なかなか踏み込めないというところもありますの

で、特に今回の総合計画や総合戦略には、こういう交通の整備に伴って
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どういう戦略をしていくのかといった視点があまりなかったのかなと思

いますので、そのあたり、この総合計画や総合戦略にはないかもしれな

いけれど、時期を睨みながら、出来るものは積極的に取り組んで頂けれ

ばありがたいと思っております。 

それから、今ご指摘いただいた中で、私の見方としては、その数値目

標にとらわれ過ぎているのかもしれない。融資の話も、本来であれば設

備投資ということなんだけれども、一方で運転資金としても融資になっ

ていたりすることもあるが、その区別もしっかり付けながら評価してい

かないといけないと思いますし、そこから、例えば、６次産業化のあま

りメリットを感じられないというところがあったわけですが、おそら

く、その６次産業化、農水省の方で認定したところで、実際に物が動く

っていうことは、商業ベースなので、そういう流通関係でなかなかしっ

かりとした道筋が作れずに、淘汰とは言いませんが、あまり事業が大き

くならない事例がありますので、そういう課題もこの取組を通して、見

えてきているのではないかなと思うので、この辺りも次期計画に向け

て、今の数値を上げるってことだけではなく、次の計画にはどういうこ

とを考えていかなければならないのかということを、そろそろ考えてい

かないといけない時期に来ていると思いますので、それぞれの担当部局

の方に、そういう視点もしっかり伝えていただければと思います。 

会 長 その他いかがでしょうか。 

それでは、次も関連している部分もございますので、「（３）登米市

過疎地域持続的発展計画の施策区分で設定する目標の達成状況の評価に

ついて」事務局よりご説明いただき、また併せて質疑等をいただければ

と思います。 

説明をお願いいたします。 

事務局 （配布資料３に基づき説明を行う） 

会 長 それでは、こちらにつきまして、先ほどの総合計画、総合戦略でも構

いませんが、ご質問ご意見等がございましたら、よろしくお願いいたし

ます。 

委  員 ２ページのNo.４誘致企業数ですが、私、病院に勤めていて、登米市

というのは非常に地理的にかなり不利な場所と思っていて、高速道路は

みやぎ県北幹線道路や三陸道はありますが、やはり仙台から非常に遠い

ということで、医者もなかなか集まってくれないという所です。 

同じように、企業についても、素人目から見ると、やはり地理的にか

なり不利な場所ではないかと何となく思っております。そういった中

で、何を売りにして、企業誘致を図っていくのか。 

だから、その戦略がなかなか見えないし、なかなか企業も来たいなと

は思わないのではないかと思いますが、その辺のところをどのように考

えているのか教えていただければと思います。例えば、税制的に優遇を

していることなどがあるのでしょうか。 

事務局 市内の企業誘致については、迫町の北方にありますし、また、過疎地

域におきましては、登米インター工業団地がございます。今回、登米イ

ンター工業団地で企業が入りましたが、市内の企業ということで、市外

からの新規事業者は来なかったということで０件となっております。 

こちらの取組としては、委員からお話をいただいたとおり、固定資産

税の軽減等を図っているところでございます。それにつきましては、ど

ういった分野であっても固定資産税の優遇がされますので、本当に登米

市ならではの、例えば、水が豊富だとかそういったものを使う企業とい

う限定は、今のところはございませんが、出来れば市内の既存の企業と

つながりがあって、新規企業や市内事業所と、しっかりと活性化をする

というような目的は持ってはおりますが、実際には見えにくいというご
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意見でございますので、大変申し訳ございませんが、この件について

も、しっかりと担当部局の方にお伝えして取組を進めていかなければな

らないと考えてございます。 

どうぞ、よろしくお願いいたします 

委  員 ありがとうございます。村田製作所は、水がきれいだとか、そういっ

たので来たのかなと思ったところです。例えば、そういった、何で来て

くれたのかなというところの話があれば、少しは見えるのかなと思いま

して、質問したところです。 

事務局 すみません。村田製作所の誘致につきましては、合併前の迫町の時か

らございまして、どういった経緯で来てくれたかというのは、把握でき

ておりません。申し訳ございません。 

委  員 そういった、いろんな企業の所からいろんな意見を聞いて、何か対策

立てるというのも１つの手なのかなと思いましたので、申し上げたとこ

ろでした。 

事務局 様々な要因がある中で、どのような理由でお越しになったのかという

ようなところを分析することで、それに対する支援策であるとか、拡張

していくとかという情報になるのではないかということで、お話しいた

だいたと思います。 

既存の来ていただいた企業にも、その辺の確認を担当部局の方にさせ

ていただき、「こういったところが魅力的だったんだ」と、例えば、土

地柄であるとか、いわゆる税制の優遇であるとか、その複合であると

か、様々な要因を聞きながら、他の自治体にない登米市の良さを、市長

自らもＰＲを直接に行っておりますので、そういった時に説明できるよ

うな資料として手元に携えられるよう、こちらの方でも取り組んでまい

りたいと思ってございます。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

会 長 その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

今回、資料も多く、まだ読みきれていない部分もあろうかと思います

ので、また、お気付きの点があれば、事務局の方に直接お話をしていた

だければと思います。 

それでは、本日の議題の方は以上ということにさせていただきたいと

思います。 

本日、いろいろご意見を頂きましたが、やはり目標を単に達成出来

た、出来ないということではなく、今後どう取り組んで行くのか。そこ

は評価表の方に、それぞれの部局の方で今後どうするかといったところ

は書いてあるわけですが、それが単に数値目標を達成するためにという

ことではなく、その先の登米市が持続的に発展できるように、そういう

視点で今後どうするのかといったところをしっかりと考えていき、次期

計画につなげて行っていただければと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

それでは進行の方、事務局にお戻ししますので、よろしくお願いいた

します。 

【５ その他】 

事務局 大変貴重な意見を頂きまして、ありがとうございました。 

次に、次第の５、その他でございますが、事務局からは特にございま

せん。委員皆様方から、何かご意見等ございましたら、お願いいたしま

す。 

よろしいでしょうか。 

はい。ありがとうございます。 

それでは、閉会の挨拶を片岡副会長にお願いいたします。 
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【６ 閉 会】  

副会長 皆さん、大変お疲れさまでした。 

今回、資料のボリュームがあり、私も自分の仕事等に照らし合わせて

読んだつもりですが、なかなか登米市を良くしていくってことは、本当

にいろんな観点から見ても大変だということをつくづく感じさせられま

した。 

冒頭のご挨拶で、会長が話しましたように、明るいニュースが、登米

市からどんどん発信されるような、そういうまちづくりをして行ければ

いいのかなと思っております。 

私の立場からは、是非、少子高齢化と上手く付き合っていきながら、

良い登米市を作っていければと思いますので、どうぞ皆さん、今後とも

よろしくお願いいたします。 

本日はどうもありがとうございました。 

事務局 片岡副会長、ありがとうございました。 

それでは以上をもちまして、令和５年度第１回登米市総合計画審議会

を終了させていただきます。 

大変ありがとうございました。 

上記のとおり、相違ないことを証明する。 

 

令和 ５ 年   月   日 

 

議長（会長）                       

 

会議録署名人                       

 

会議録署名人                       

 


